
住友生命グループの最大の財産は「人」であり、「人」こそ
が経営の資源です。そして、一人ひとりの職員が個々の能力
をいきいきと最大限に発揮するためには、何より職員やそ
のご家族が心と体の健康を大切にし、健康な生活を送るこ
とが非常に重要であると考えています。

当社では、健康長寿社会の実現を目指して「お客さま」「社

特集

②健康に関する社会貢献活動 

健康増進を軸とした

ＣＳＶプロジェクト始動

当社は、平成29年度に創業110周年を迎えました。そこ
で110周年の感謝の想いを込めて、新たな社会貢献事業と
して、健康増進に取り組む「スミセイバイタリティアクショ
ン」を開始いたします。
「スミセイバイタリティアクション」では社会課題に対して

１つの組織だけでなく、様々な主体が、お互いの強みを活か

して取り組む「コレクティブインパクト」というＣＳＶの特徴的
なアプローチ方法を用い、自治体や財団、研究者、アスリー
ト等様々な皆さまのご協力を得ながら「健康増進」という
社会課題に取り組んでまいります。具体的には、以下のと
おり健康増進に関する「行動促進」と「理解促進」に取り組
みます。 

当社は、平成28年7月21日に南アフリカの金融サービス
会社Discovery Ltd.（以下、ディスカバリー）ならびに、ソフ
トバンク株式会社との業務提携を発表しました。それに
よって、グローバルに評価を得ているディスカバリーの
ウェルネスプログラム「Vitality」の日本市場への導入な
らびに、IoTを活用した健康情報・健康増進活動に関する
データの収集プラットフォームの構築等を３社共同で進め
ております。

ディスカバリーは、グローバルに事業を展開しており、

南アフリカ、英国、米国、中国、シンガポール、オーストラリア、
ドイツ等14カ国以上で約480万人に「Vitality」を提供して
います。日本市場においても、「Vitality」を提供することで、
継続的な健康増進活動への取組みを促すことによる健康
状態の向上と、健康長寿社会の実現に寄与することを目的
とし、当局認可を前提に早期のサービス導入を目指して
います。

なお、日本への「Vitality」導入については、当社が独占
契約を結んでおります。

①Vitality（健康増進型保険商品・サービス）の提供 

Vitalityの仕組み
「Vitality」は、健康を改善するツールや関連知識、それを促す

インセンティブ等を提供することで、保険加入者がより健康にな
ることをサポートするプログラムです。

各種インセンティブが、長期的に健康増進に寄与する行動変化
を促すという仕組みが保険商品に組み込まれており、保険会社や
保険加入者の双方にメリットの好循環をもたらし、社会全体の健
康増進にも寄与するものです。

具体的には、保険加入者の年間を通じた健康増進活動への

取組みをポイント化し、ポイント累計によって年間のステータスを
判定し、そのステータスが高いほど魅力的な特典（年間の保険料
割引や、提携のパートナー企業が提供するサービス）が得られる
仕組みとなっています。

また、「健康状態を把握する」⇒「健康状態を改善する」⇒「特典
を楽しむ・活用する」という３つのステップを通じて、お客さまが

「健康増進」に取組むモチベーションを高めていく仕組みとなって
おります。

③健康経営の推進 

会」「会社・職員」が共有できる「新たな価値づくり」に取組ん
でおり、その出発点は、やはり、職員一人ひとりの健康に対
する「意識」と「行動」です。

このような認識のもと、「住友生命グループ健康経営宣
言」を策定し、経営的視点から職員およびその家族の健康維
持・増進活動に取り組むことを全力でサポートしていきます。

当社はこれまで、「本業である保険事業の健全な運営とその発展を通じて、豊かで明るい長寿社会の実現に貢献
する」という方針の基で、企業の社会的責任を果たすＣＳＲの取組みを推進してきました。

中期経営計画２０１９においては、こうしたＣＳＲ経営をベースに、新たに販売予定の「健康増進型保険 Vitality」
を軸として、本業を通じて「健康増進」という社会的課題の解決に取組み、「お客さま」「社会」「会社・職員」ととも
に、新しい共有価値を創造していきます。こうした取組みを「ＣＳＶ※プロジェクト」として展開していきます。

①「お客さま」 
～Vitalityの提供～ 

②「社会」 
～健康に関する社会貢献活動～ 

③「会社・職員」
～健康経営の推進～ 

※ＣＳＶとは「Creating Shared Value」の略語で、
「共有価値の創造」を意味しており、本業で社会
的課題に取り組み、「社会問題の解決」と「企業価
値の向上」を両立させることを指しております。

ＣＳＶプロジェクトの具体策として、以下３つ
の健康増進に関する取組みを行います。

CSVプロジェクトの全体像

●ⓐお客さまの健康増進を
　通じて「健康長寿社会」
　に貢献

●ⓑ 健康を応援する存在として
のポジティブな評価

●ⓒVitalityを通じて、
お客さまの健康
増進に寄与

●ⓓ社会に役立ち、社会から必要とされ、誇り・やりがいが醸成
●ⓔ世の中に健康増進の重要性・価値を啓発
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CSV
プロジェクト

1. 健康状態を把握する
健康診断結果や会員画面内の健康チェック等により、自分の健康状態を
理解し、自分の健康目標を設定する。

2. 健康状態を改善する
健康増進に関する取組み（運動・予防等）を実践する。日々の取組みがポイ
ント化され、年間のポイント合計でステータスが付与される。

3. 特典(リワード)を楽しむ・活用する
獲得したステータスに応じて、翌年の保険料が割引になり、あわせて、より
多くの特典(リワード)も受けられる。

コンセプト「たいせつな人とカラダ動かそう！」自治体

アスリート
●トップアスリートによる親子スポーツイベント ●RUNイベント

健康増進に関する「行動促進」を図る
全国１１０箇所でのスポーツイベント

●講演会の開催 ●啓発冊子の配布、ＨＰでの情報提供
健康増進に関する「理解促進」を図る健康増進分野

の研究者
住友生命健康財団
スミセイライフフォーラム

住友生命福祉文化財団
スミセイ ウエルネス セミナー

1. 健康管理
○定期健康診断および2次健診の受診率向上と事後措置の実施
○家族の健康診断受診率の向上 
○人間ドッグ・がん検診の受診者数増加 ○電話健康相談の活用促進

2. 健康リスクの軽減
○働き方変革による労働時間の削減 ○長時間勤務の抑制とヘルスケア
○各種ホットライン（通報窓口）の周知 ○禁煙の推進

3. 健康維持・増進活動の奨励
○ICT活用（ケンコム）や機関紙等による健康情報の提供
○家族を含めたウォーキングキャンペーンの実施
○スポーツクラブの利用促進 
○「日本健康マスター検定」「メンタルヘルス・マネジメント

検定試験」の受験勧奨
○運動習慣、食習慣の改善促進 ○健康イベントへの参画勧奨

住友生命グループ健康経営宣言〈健康維持・増進への取組み〉

Vitalityの仕組み図

スミセイバイタリティアクション全体像
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保険料割引
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状態の向上と、健康長寿社会の実現に寄与することを目的
とし、当局認可を前提に早期のサービス導入を目指して
います。

なお、日本への「Vitality」導入については、当社が独占
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康増進にも寄与するものです。
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判定し、そのステータスが高いほど魅力的な特典（年間の保険料
割引や、提携のパートナー企業が提供するサービス）が得られる
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でおり、その出発点は、やはり、職員一人ひとりの健康に対
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このような認識のもと、「住友生命グループ健康経営宣
言」を策定し、経営的視点から職員およびその家族の健康維
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する」という方針の基で、企業の社会的責任を果たすＣＳＲの取組みを推進してきました。
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※ＣＳＶとは「Creating Shared Value」の略語で、
「共有価値の創造」を意味しており、本業で社会
的課題に取り組み、「社会問題の解決」と「企業価
値の向上」を両立させることを指しております。

ＣＳＶプロジェクトの具体策として、以下３つ
の健康増進に関する取組みを行います。
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●ⓐお客さまの健康増進を
　通じて「健康長寿社会」
　に貢献

●ⓑ 健康を応援する存在として
のポジティブな評価

●ⓒVitalityを通じて、
お客さまの健康
増進に寄与

●ⓓ社会に役立ち、社会から必要とされ、誇り・やりがいが醸成
●ⓔ世の中に健康増進の重要性・価値を啓発

社会 会社・
職員

お客さま

健康
     経営

健康に関する
社会貢献

活動

Vitality
●ⓐ

●ⓔ

●ⓑ●ⓒ

●ⓓ

CSV
プロジェクト

1. 健康状態を把握する
健康診断結果や会員画面内の健康チェック等により、自分の健康状態を
理解し、自分の健康目標を設定する。

2. 健康状態を改善する
健康増進に関する取組み（運動・予防等）を実践する。日々の取組みがポイ
ント化され、年間のポイント合計でステータスが付与される。

3. 特典(リワード)を楽しむ・活用する
獲得したステータスに応じて、翌年の保険料が割引になり、あわせて、より
多くの特典(リワード)も受けられる。

コンセプト「たいせつな人とカラダ動かそう！」自治体
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○働き方変革による労働時間の削減 ○長時間勤務の抑制とヘルスケア
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